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§1・はじ･めにで取り扱う伊予の地震史料はTablelに示した5点で

織四国の中央総線活縮系の活動履脚調査されある.この中で史料1,.2,4(Tablel)および(文禄五年
駿譲･他(2001%など],･最新活動時期については歴史の地震に関しては)史料5(Tablel)と同じ内容の史料
地震とめ対比が行われるようになった隈･他(2000n.がすでに『伊予温故録』[(宮脇(1894)],『愛媛県鱈年史
文禄五年閏七月九日または十二日（1596年9月1日ま．第五巻』暖媛縣瀧藻委員会(1969n,および噺収日・
たほ4日)の豊後の地震停佐美(1996)],同年閏七月十本地震史料菫二巻,補遡陳京大学地震研究所
三日(1596年9月5日)の伏見及び畿内の地腱[宇佐美(i982;1989nに収録きれている.また史料3(Tamel)
(1996nがその候補と考えられている．十三日の地震にの｢廣江之由来第十四号.正｣陳予市広江密林山徳
閏しては,石橋(1989)による提案,萩原･他(1995)に蔵寺所勘も韓予市剃陳予市誌編さん委員会
よる検討がある.九日の地震に対しては,堤･他(200⑳“87)]および．跡松町劉[小松町誌編さん委員会
によって対比が試みられている．･(1992nの中で｢密林山徳鰯寺由来記｣と題して,一部が

この文禄五年閏七月の地震による四国伊麦（愛媛県)．紹介されている．

での被害を記述したと考えられる地震史料iこついて調査瓦g.1に蝋1,2,Figb2に史料3,4,5の地震および
を行った｡伊予での被害を示す史料はﾖ隙に少ない.今被害に関する銅の原文とその読みを示す.碗g.2の史
回調査した史料全5点中3点はすでに『新収日本地震史料6では読みを省略した.史料1,2,3ば槽書に近い字体
･料第二巻,補遺』.[東京大学地震研究所(1982,1989n･で書かれている．史料4の「大鵬波羅蜜多経奥劉
に収録されている.しかし,収録されている吏純ま岬j鮴はすべて編纂史料ｾあり,地震発生後かなりの年月
予温鯛』［宮脇(1894nおよび『愛媛鰯年史第五を経た後に書かれたものである．

劉暖窪県史續纂委員会(1969n･を採録したものであFig3は史料1,2,3に関係する東予市のj蝶･鶴岡
り，原史料の調査はこれまで行われていないので,本稿：八幡宮,広江､密林山徳蔵寺の位置を.2万5千分の1地

では原史料の調査結果を報告する‘′図鬮舗｣(国鋤理脚上に示している,Fig.4は史
料“に関係する松山市職の昔雛薬師寺の位瞳を

§2地鯉史料2万5千分の1地図卿判〔国土地理院)上に示してい
四国伊予地域の文禄･慶長期に閏する既知の文献史料る．

は極めて少ない．地震史料についても同様である．ここ2．1「4噸邑志.上篇五｣：史料1(Tamel,Fig.1,
Fig.3)

9

原文には「文禄四年壬圃と書かれている．宇佐美＊〒606-8502卿市左京園上白川追分町
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Historicalmatefialpresentedinthisreport．．Table1．
W ■

一一~1成立年|被害晴 ｜被害地
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番号史料名
文禄五年

N o．識

'860年｜閏七月九日戌刻|鶴岡八幡宮
1小松邑志上篇五

6

2廣江之由来第十五号副’'708年’七月｜蔵江村‘
｜同上1860年｜同上小松邑志上篇六
廣江村,徳蔵寺,五所神社

3賃江之由来第十四号正 ’'675年|‐七月上旬

4大設若波羅蜜錐巻第十七奥書｜不明｜鰐空L攪巽霊雨引5古籔俗談､(鴦陽旧跡俗談）完 ’'914年’
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史
料
１
〕

○
小
松
邑
志
上
篇
零
一
北
燦
討
北
艤
郷
古
ハ
池
田
簿
二
属
ス
ト
云
識
岡
八
播
宮

丙
．
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○
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・
・
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ト
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．
辱
〈
と
べ
前
略
）
｛
ｕ
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一
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一
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元
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”
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一
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遺
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》
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溌
剰
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長
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を
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し
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、
神
事
是
に
於
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て
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云
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に
く
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昌
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文
・
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蝋
啼
Ｏ
擬
江
之
由
来
第
十
五
号
剛

ま
雷
争
市
広
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林
山
徳
震
壹
所
感
書
京
雲
〒
（
一
七
○
八
）
成
立
）
‐

て
・
蠅
群
副
○
小
松
邑
志
上
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六
・
浸
江
村
吉
田
郷
蜜
一
癖
山
徳
蔵
寺

録
禄
・
ｒ
。
（
小
訟
町
渥
芳
図
書
塗
一
例
蔵
）
。
（
万
延
元
苧
（
一
八
六
○
）
成
立
）

、。
Ｖつ

に
記
文
た
原
文

繼
確
一
蝋
蕊
謹
簔
霧
謹
憲
蕊
霊

・
時

細
瀞
純
純
撫
読
み
（
前
琶
慶
量
内
亭
（
一
空
一
’
）
七
月
●
一
《
地
震
人
屋
顛
倒
し
、
此
邑
棟
字
（
家
髻
の

史
と
史
史
史
‐
、
全
一
富
一
℃
、
是
に
於
い
て
か
弛
一
型
言
霄
諺
し
豆
い
に
ぽ
か
り
）
、
邑
居
を
今
の
地
に
琴
す
、

麓
爵
幽
霊
蕊
罵
雲
菫
雲
篝
窪
譲
窪
篭

寺
及
び
祷
祠
を
建
つ
る
、
今
の
徳
蘆
寺
茎
疏
弱
祥
詞
是
（
な
り
）
、
（
後
篭

2showingearthquakediSastersatHQjyoand"oeipTOy2"
1M.MHi:"~mi@se.styleWfitingandJapanesereading

÷Fig.1.HistoricalmaterialNo.1and
thenorthwestemShikokuIsland,

arepresented.

は万廷元年(1860)と地震発生から264年後であること
には窪言が必要である．

史料には,建岡八幡宮において｢大半顛覆して地中に
陥没す」と書かれている．具体的にどのような状況が発
生したのかを推定するのはなかなか困難ではあるが,建
物が倒潰し，更に地面が陥没したと推定することができ
る．さらに史料には，地震の被害を受けた土地から「今
の地に…遷座し」と答かれて‘いる.Fig.8には現在の鶴

(1996)はこの年号を採用して，無番号ではあるが，『文
禄4年7月,伊予壬生jl僅岡八鱈の社殿が悉く陥没した
_というが真偽不明」としている．村上。他(1999)も同様
iここの史料を扱っている.文禄四年閏七月に大地震が発
生したことを示す記録は他にないので，これは文禄五年
丙串の誤記と見なすこの点を除くと地震発生時刻の記
･&｡｡・・

述(鍔回扱う史料の中で最も詳しい：「文禄五年閏七月
九日戌刻(午後8時頃)｣．しかし，「小松邑志」の成立年

－2－
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［
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岡八幡宮の位置と地震被害を受けたとされる旧地の推定

位置を示す.Fig.3の旧地の位置は,､鶴岡八幡宮に所蔵
されている.資料，『愛媛県神社誌』［愛媛県神社庁

1｡

(1974)]，『多賀村誌』[東予市(編纂中)]から，弱と東に

約700ni･の距離にある現在水田の位置に推定した．
『多賀村郷土誌』筐茗('9'4)jが鶴岡八權宮の地震被

、
？
ム
ョ
ゴ
つ
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な法況なのかを推定するのはなかなか困難である.倒潰
して形を失った．ことを表衰しているのではないかと考え
ることもできる．

Fig.3に妻在の徳蔵寺の位置と地震被害を受けたとさ
れる旧地の推定位置を示す.Fig.3の位置は『愛媛県埋
蔵文化財包蔵地一覧表』［愛媛県教育委員会(2000)].お
よび『東予市南部の遺跡』[東予市教育委員会(2002)]に
よって，現在地から北に約500mの距離にある羨在水
田として利用されている位置に推定した．

2．4「大般若波羅蜜多経．巻第十七奥割：史料4
(Table1,Fig.2,Fig.4)

この史料は伊予の地震史料の中で文禄五年閨七月九日．
の地震発生に時間的に最も近く，一次史料と見なしてよ
いだろう文禄から慶長への改元は文禄五年十月二十七
日に行われた．この奥書は閏七月から十月の闇，それ以
後でも早い時期に書かれたと考えることができる．日招
山薬師寺に所蔵される大般若波羅蜜多経には古い巻が多
く，達保三年(1215)に書写された巻も披見することが
できる．

また迄の史料は伊予の国の各地で地震による被害を
被ったことを示している．現在知られている文禄五年閏
七月九日の地震に関する史料は，今回調査した5点にす
ぎない．しかし，この史料はさらなる史料が港在する可
能性を示唆していると考えることもできる．
Fig.4はこの剣斗を所蔵する日招山薬師寺の位置を赤

害に関連して引用されることがある（例えば，『東予市
誌』［東予市誌繧さん委員会(1987)]’.『小松町誌』、,松
町誌繧さん委員会(1992)]．しかし，『多賀村郷士誌』の
記述は｢ﾉj秘邑志上濤五｣の記述を書き直したもので
ある．

2.2．「庚江之由耒第十五号副」。｢小松邑志上篇
六｣：史料2(Table1,Fig.1,Fig.3).

この両史料を校合した結黒文禄五年（慶長元年）の
地震に関する記載は全く同一であった．成立年について
は,前者の方が152年地震発生時に近い．この史料を所

中うらよう・

・蔵する密林山徳蔵寺の宥寵師によって地震発生から
1,2年後に書かれたとされる:後者は前者の写しと考え
られる．

史料には,七月の大地震によって,『人菖襄倒し｣,村
のすべての家屋が被害を受け,「邑居を今の地に遷す｣と
､書かれている．この史料には徳蔵寺の被害については書
かれていない．

2．3「廣江之由耒第十西号正｣：史料3(Tablel,

Fig.2,Fig.3)'
嘘う量ん

この史料は地震の発生時から79年後に徳蔵寺の宥尊
師によって書かれたとされている．

記載されている内容は，2点を除いて，史料2とほぼ

同じである．寺社も大被害を受けた.村宅。寺社が「厘
没｣したと書かれている．史料1にある篝岡八灌宮の場
合と同様に，具体的に地震に伴うどのような現象によっ

て「厘没」したのか，また「浬没」が具体的にどのよう
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の地震による伊予での被害を示す史料・315．

3．2地震の発生日時・発生位置

文禄五年閏七月.の大地震は九日に始まったようであ

る.京都の公家の日記である『議窟泡,『識鶴自
灘』には,それぞれ｢九日,甲辰,晴天･戌刻地動｣“
仇日,酉戌刻間有地動｣とあるように京都においても九

日戌刻(午後8時頃）に地震動を感じている．演技粥と

も蝿訂大日本地震牢料第一巻』(鯛箔震災予防評議
会,，94,）に収録されている．この両史料は,．ともに十

三日の伏見および窪内の地震も記録している.東予市の
瀬戸内海対岸に位置する広島県三原市の『佛通禅寺住持

記』(膣原市史･第五巻資料編二』[三原市史繧さん婁

員会〈1981)]）には叱月九日ヨリ十二日マテ大地震ユ

ル』とある．三原においては九日から十二日まで強い地

震動を感じたことを示している．

東予制躁.広江に近接する中央構造線活断層帯の活
断層として111上断層,岡村断層がある.また両断厨は北
条β広江の南南東約3～4kmのところで並走する・

堤.他伽00)はこの並走する領域内で卜ﾚﾝﾁ調査を
行い,川:上断層の最新活動と関連する歴史地震として文

震難:鱈鶏灌篭麓醗
日の地震を溺豊銭地震文禄伏見‘畿内地震圏七月
十二日）とは別の地震としている.文禄豊後地震または
地震津波の発生を閏七月九日と記した史料もある．蝿

、文禄五年閏七月九日（1596年9月1日）

2.5r古蹟俗談侭陽旧跡俗談)完｣:史料5(Tamel,
Fig2,Figb4)

この史料に記載されている文禄五年閏七月の地震に関

する被害は,岬予温故録』および『予松古跡俗談』、愛

媛県繧年史第五巻』{愛媛県史編纂委員会(1969n)と

､同じである.地震により,蕊本堂と二王門が倒壊したと記
されている，

後書によると，佶蹟俗調は隙陽旧跡俗談｣の写本
と考えられる.また『愛媛県纒年史第五巻』にある畷

松古跡俗談(久松家の蔵本)｣との校合は｢古蹟俗談｣の
成立した大正三年にはま賊されていながったようであ
る.鱒繩日本地震史料第ご劉[東京大学地震研究所
.(1982mの1頁に『伊予温鰯』僖脇(189蛆からとし

0

て｢薬師寺記録｣が収録されているが,'『伊予温臘』に

は薬師寺の説明において隙陽旧跡俗謝を引用してい

る.久松家所蔵の｢豫松旧跡俗談lは戦災によって焼失
したと考えられる.暖媛県續年史』は戦前に鯛が準備
されていた.従って,施鐵畿蕊洋史第五割に嘘され
ている廠松古跡倦劉.は,現存し趣い｢久松家孝豫松
､圃跡俗談』によったと考えられる．文禄屋年閏七月の地
雲による認塒の被害内容については,岬予温故鯛，
『愛媛皇編年史第五麹のr予松古跡俗渕,そして階
蹟俗調とも同じである：．
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.53j･考察とまとめ．訂大日本地震史料第一割仗部省震災予防評譲会
･3ユ地震譲害(1941nに収録されている『笛蘆宮年代略捌.､隔謡篭
鶴岡八幡宮･密林山徳蔵寺および周辺村落の被害に関記後編｣,‘『新収日本地震史料第二劉陳京大学麺震研
してj東予制滕･広江両地区において文禄五年閏七月究所(1982)]に収録されている腫祐重成伝｣では大地
九日の地震の際･海岸に近い低地において地震動により震または津波の発生が閏七月九日と記されてuる.豊鋒
地裂.陥没などが生じ,雑.寺院.民家が倒壊.永没と伊予において,九日に二つの地餓発生した可能性も
し，人々 は旧地より内陸に位愚する現在の場所に集団移ある．
転したことが推定される.Figb3が示すように現在でも．松山市保免(日招山薬師寺)から南へ約6kmのとこ
住宅地としてI鯏用されておらず,地盤沈下による低湿ろを中央構造線活断層帯の伊予断層鯛鬮訪向に走る．
瑚上力注じた可能性がある：この地域が面する瀬戸内海､後藤?他(2001)は伊予断層のトレンチ調査を行い,最
では潮の干満の差が大きく･’3～3mに連する.数10･新活動を14世紀以降と推定した．しかし，薬師寺に被
mの地霊沈下が上記のよう赦集団移転を錨なくさせ害を与えた文禄五年閏七月九日の地震と碑断層の活動
たことも十分考えられる．との対比はまだ行われていない．．

村上･他(1999)および山本･他(2001)はこの北条。.3.3新たな地震史料発掘の可能性
広江の被害を文禄五年閏七月十二日に豊後の地震により．厳密腱言えば，今回の調査で新たに見いだされた地麓
別府湾で発生した津波による被害とした．しかし,Fig，関連の文献史料はない.伊予地域では文禄･慶長期の文
1,2の史料の中で，津波を連想させる表現を見いだすこ献史料はほとんど知られていないようである．少し早計
学はできない．に過ぎるかもしれないが,今回の調査も含め従来の地震
日招山薬師寺の被害に関しては,松山市保免の薬師寺史料調査の手法による，文禄五年の地震被害を示す史料
､繼および二王門が崩壊した。さらに同寺に伝わる吠の発掘には限界があり，今後は新たなｱプ?ローチを試み
般若波羅蜜多経奥割･(Figb2,史料4)には伊予の国る必要がある．
､中で謹害を被ったと書かれている．
f・
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